
ヤ
ナ
ギ
バ
ル
イ
ラ
ソ
ウ
（
柳
葉
ル
イ
ラ
草
）

２
号
棟
の
前
の
東
側
で
鉄
格
子
で
覆
っ
て
あ

る
四
角
い
正
方
形
の
溝
の
中
か
ら
葉
を
出
し
て

花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た

ル
イ
ラ
は
フ
ラ
ン
ス
の
植
物
学
者
の
名
前
で

あ
り
、
葉
が
柳
の
葉
の
よ
う
に
細
長
い
の
で
、

こ
の
名
が
つ
い
て
い
ま
す
。
な
お
、
草
（
ソ
ウ

）
と
つ
い
て
い
ま
す
が
本
来
は
常
緑
小
低
木
で

木
の
仲
間
だ
そ
う
で
す
。

メ
キ
シ
コ
原
産
の
多
年
草
（
小
低
木
）
で
、

１
９
７
０
年
代
に
沖
縄
経
由
で
帰
化
植
物
に
な

り
ま
し
た
。

非
常
に
よ
く
似
た
花
に
ム
ラ
サ
キ
ル
エ
リ
ア

が
あ
り
ま
す
が
、
葉
が
細
長
く
は
な
く
楕
円
形

な
の
で
区
別
が
つ
き
ま
す
。

花
言
葉
は
「
正
直
」

｢

勇
気
と
力
」
(

力
強

く
成
長
す
る
の
で
）

｢

愛
ら
し
さ
」
(

花
の
姿

か
ら
）
で
す
。

訂
正前

々
回
（
８
月
号
）
の
ド
ク
ダ
ミ
の
漢
字
は

毒
蕺
で
は
な
く
蕺
で
す
。
こ
の
漢
字
１
字
で
ド

ク
ダ
ミ
と
読
み
ま
す
。
ド
ク
ダ
ミ
に
毒
の
字
を

つ
け
る
と
毒
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、

ド
ク
ダ
ミ
自
身
に
は
毒
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
漢

字
に
毒
の
字
も
入
り
ま
せ
ん
。

団
地
内
の
野
草

田
島
康
弘
（
３-

１
０
１
）

10月行事予定
天候などの状況によっては、中止・延期などもあり得ますので、事前に確認をお願いします。

９日(月) ★ 火災予防運動の日（毎月９日）
１３日(金) ★ 鴨池中学校 国体観戦（全学年）
１４日(土) ★ 鴨池小学校 土曜授業

★ かもなかまつり「繋がろう地域と！カモカモ go!go!」
場所：鴨池中学校校庭・体育館 時間：12～17：00
コンテンツ：企業マルシェ、体育館ステージ、リユース

フリーマーケット、模擬店、青年の主張
★ 鴨カムサタデー 場所：鴨池校区公民館及びその前面松林
・地域食堂「鴨カムお結び」

時間：12：00～13：30（提供完了次第終了）
料金：18歳以上/300円、18歳未満/200円、未就学児/無料

・絵画講座 時間：12：00～13：30 申込・道具・参加料不要
・スマホ相談会 時間：12：00～13：30
・第２回かもスク講座「紙粘土で恐竜を作ろう」親子講座

講師：純浦彩氏（松陽高校講師） 定員：10組（超過時抽選）申込締切：10月11日(水)
時間：13：30～15：00 料金：500円（材料費）
持参品：絵の具、手袋(軍手)、作業にふさわしい服装で

１５日(日) ★ 第５回ダレデェーモ・マナヴェール「奄美を愛した人名越(なごや)左源太～南島雑話～」
講師：名越護氏（元南日本新聞編集委員）
場所：真砂福祉館⒈階洋室 時間：10：00～12：00

１７日(火) ★ 鴨池小学校 国体閉会式参加(６年生)
★ 鴨池中学校 国体閉会式参加(２、３年生)

１９日(木) ★ 第６回プティエコール「塾ってどんなとこ？」
場所：鴨池校区公民館 時間：10：00～12：00
参加予定塾：４校

２１日(土) ★ 第２回かもいけ健康まつり
場所：今村総合病院⒈階、２階フロアー
時間：13：30～16：00（飲食ブース：11：30からオープン）

★ 鴨池中学校 第２回リサイクル活動
２８日(土) ★ 第２回腎臓病教室「腎臓を守るために知っておいてほしいこと」講師：中村英仁医師（腎臓内科）

場所：今村総合病院 C棟8階患者ラウンジ 定員：15名（先着順）

時間：10：00～11：00 申込：099-251-2221（今村総合病院第１透析室）
参加費：無料

２９日(日) ★ 鴨池小学校 運動会 ３０日(月) 振替休日

以上の詳細は、「LLかもいけ」10月号（第115号）をご覧下さい
※お問合せ等は 鴨池校区コミュニティ協議会事務局（☎099-285-1522、月水金09：00～12：00、祝日休み）

★ スマホ相談会
△ 11日(水)、25日(水)
場所：鴨池校区公民館
時間：10：00～12：00
要予約：その週の月曜日まで

△ 14日(土) 鴨カムサタデー内で
予約不要

★ 体幹トレーニング

①16日(月)10：30～

②30日(月)11：00～

場所：鴨池生協クリニック５階

講師：長濱一成先生

参加費：500円

申込：1週間前までに片平さん

（080-2739-3578）まで

３サンハイツせけんばな紙
第 ２３ 号 令和５年10月１日

編集責任者
田島康弘( 3-101)

作成責任者
渡邉芳憲( 9-503)

編集委員
小松清明(10-501)



私
は
、
な
に
よ
り
、
ム
ペ
ン
バ
少
年
が
、

(

私
と
同
様
な

反
応
で
）

誰
か
ら
も
ま
と
も
に
相
手
に
さ
れ
な
い
中
で
、

そ
の
疑
問
を
持
ち
続
け
た
こ
と
に
、
感
心
す
る
と
と
も
に
、

(

半
信
半
疑
な
が
ら
も
）
そ
の
主
張
を
採
り
あ
げ
た
デ
ニ

■
は
じ
め
に

ス
・
オ
ズ
ボ
ー
ン
科
学
部
長
に
敬
服
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
特
定
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
記
事
で
は
な
く
、

私
が
最
近
、
見
聞
し
た
事
な
ど
に
つ
い
て
、
述
べ
さ
せ
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
ん
で
あ
っ
た
か
、
こ
の
「
男
衆
、
女
子
衆
（
お
と
こ

し
ゅ
う
、
お
な
ご
し
ゅ
う
）

｣

と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
ま

し
た
。
こ
の
「
女
子
衆
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
で
す
。

ム
ペ
ン
バ
効
果
と
は
、

｢

特
定
の
状
況
の
下
（
も
と
）
で

鹿
児
島
で
は
、
若
い
人
は
言
わ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

は
高
温
の
水
の
方
が
低
温
の
水
よ
り
も
短
い
時
間
で
凍
る
こ

が
、
一
定
以
上
の
人
に
と
っ
て
は
、
女
の
人
を
罵
倒
す
る

と
が
あ
る
」
と
い
う
主
張
で
す
。
こ
れ
を
聞
く
と
、
誰
し
も

と
き
に
「
あ
ん
お
な
ご
ん
し
ゅ
は
」
と
か
「
あ
ん
お
な
ご

「
そ
ん
な
馬
鹿
な
」
と
思
い
ま
す
よ
ね
。
私
も
そ
う
で
し
た
。

は
」
と
言
っ
た
り
、
聞
い
た
り
し
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
ず
、
こ
れ
が
発
見
（
？
）
さ
れ
た
い
き
さ
つ
は
、
次
の

ま
す
。
こ
の
「
お
な
ご
」
と
い
う
言
葉
で
す
が
、
時
に
、

よ
う
な
も
の
で
し
た
。
今
か
ら

年
前
の
１
９
６
３
年
、
当

侮
蔑
を
含
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
し
か
し
、
元
々

60

時
中
学
生
で
あ
っ
た
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
エ
ラ
ス
ト
・

・
ム
ぺ

は
侮
蔑
す
る
意
味
は
全
然
な
く
、
単
に
「
お
と
こ
」
に
対

B

ン
バ
が
、
調
理
の
実
習
中
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
ミ
ッ
ク
ス
を

応
す
る
言
葉
と
し
て
、

｢

お
な
ご
」
が
使
わ
れ
た
の
で
は

熱
い
ま
ま
凍
ら
せ
た
と
こ
ろ
、
他
の
生
徒
が
冷
ま
し
て
か
ら

な
い
か
と
、
私
は
考
え
ま
す
。

凍
ら
せ
た
も
の
よ
り
先
に
凍
っ
た
こ
と
か
ら
発
見
し
た
と
さ

そ
の
訳
は
、

｢

お
と
こ
」
と
「
お
ん
な
」
で
は
、
対
比

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
高
校
生
に
な
っ
た
ム
ペ
ン
バ
は
、

さ
せ
た
と
き
、
共
通
す
る
音
は
あ
た
ま
の
「
お
」
し
か
あ

校
長
が
、
ダ
ル
エ
ス
サ
ラ
ー
ム
大
学
の
科
学
部
長
で
あ
っ
た

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

｢

お
ん
な
」
を
「
お
な
ご
」
に
す

デ
ニ
ス
・
オ
ズ
ボ
ー
ン
を
招
い
て
講
演
が
行
な
わ
れ
た
際
、

る
と
頭
の
「
お
」
だ
け
で
な
く
、
終
わ
り
の
音
が
「
お
」

多
分
オ
ズ
ボ
ー
ン
に
質
問
し
た
ん
で
し
ょ
う
。
オ
ズ
ボ
ー
ン

の
段
で
あ
る
「
こ
」
と
「
ご
」
に
な
り
ま
す
。

が
、
半
信
半
疑
な
が
ら
検
証
し
た
と
こ
ろ
、
主
張
ど
お
り
の

「
お
と
こ
し
ゅ
う
」
と
「
お
な
ご
し
ゅ
う
」
は
、
音
と

結
果
が
得
ら
れ
た
と
し
て
、
１
９
６
９
年
ム
ペ
ン
バ
と
連
名

し
て
、
違
和
感
な
く
、
並
立
す
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

で
研
究
結
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

私
は
、
日
本
語
と
い
う
の
は
、
音
の
流
れ
、
言
い
や
す

先
に
、
発
見
に
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
マ
ー
ク
を
つ
け
て
い
ま
す

さ
を
重
視
す
る
言
葉
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

が
、
こ
れ
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
哲
学
者
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

で
す
か
ら
、

｢

女
子
」
が
「
お
ん
な
ご
」
で
な
く
、
「
お

〔
紀
元
前
〕
３
８
４
～
３
２
２
年
）
や
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ

な
ご
」
で
あ
る
こ
と
も
そ
の
あ
ら
わ
れ
だ
と
思
い
ま
す
。

BCー
コ
ン
（
イ
ギ
リ
ス
の
哲
学
者
・
科
学
者
、
１
５
６
１
～
１

勿
論
、
女
衆
（
お
ん
な
し
ゅ
う
）
と
い
う
言
葉
も
あ
り

６
２
６
年
）
ル
ネ
・
デ
カ
ル
ト
（
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
・
数

ま
す
。
で
す
か
ら
、
私
の
考
え
を
何
が
何
で
も
と
い
う
つ

学
者
・
科
学
者
、
１
５
９
６
～
１
６
５
０
年
）
な
ど
が
気
付

も
り
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
辞
書
等
を
み
て
も
、
私
の
考
え

い
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

に
つ
い
て
の
言
及
も
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
で
は
、
２
０
０
８
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
科
学
情
報
番
組
『
た

な
お
、
付
け
加
え
て
言
わ
せ
て
も
ら
え
ば
、
私
は
、
小

め
し
て
ガ
ッ
テ
ン
』
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。

さ
い
頃
、

｢

柳
生
十
兵
衛
」
が
な
ぜ
、

｢

ヤ
ナ
ギ
ウ
」
で

ム
ペ
ン
バ
効
果
に
つ
い
て
は
、
再
現
性
が
、
ラ
ン
ダ
ム
で

は
な
い
の
か
、

｢

女
房
」
が
、

｢

ニ
ョ
ボ
ウ
」
で
な
く
「
ニ

あ
っ
た
り
、
再
現
に
成
功
し
て
も
、
再
現
条
件
が
不
適
切
で

ョ
ウ
ボ
ウ
」
で
あ
る
の
か
が
不
思
議
で
し
た
。
こ
の
よ
う

あ
っ
た
り
し
て
、
完
全
に
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
そ
う
で
す
。

な
例
は
私
の
中
に
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

最
近
感
じ
た
こ
と

渡
邉
芳
憲
（
９
ー
５
０
３
）

ム
ぺ
ン
バ
効
果

女
子
衆
（
お
な
ご
し
ゅ
う
）

去年の⒉月２４日、ロシ
アは、突如ウクライナに武
力侵攻しました。

このことについては、機会があれば、改めて、述べることしますが、
今回は、ウクライナに関するニュースで良く見る北大西洋条約機構
「ナトー、ＮＡＴＯ」のロゴについてです。
右にあるように、 ｢ＮＡＴＯ」の下に併記してあるのが「ＯＴＡＮ」

です。これが、見る度に気になっていました。最初は、加盟国の中に右
から読む国があって、そのために、 ｢ＮＡＴＯ」を右から表現しているのかなとも考えましたが、中東とかならと
もかく、ヨーロッパには、そんな国があったかなと考え、調べてみました。 ｢なんだ。お前はそんなことも知らん
かったのか」と言われそうですが、わかりました。
「ＮＡＴＯ」は、英語表記｢ North Atlantic Treaty Organization」の略称で、日本語の「北大西洋条約機構」と 語順

北 大西洋 条約 機構
もそのままです。ちなみに「ＮＡＴＯ」の英語での発音は、日本語で表現すれば「ネイトウ」です。
対して、「ＯＴＡＮ」は、フランス語です。この順番になるのは、フランス語だけではなく、スペイン語、イタリ

ア語、ポルトガル語でも、そうなるそうです。そのため、併記されているそうです。
「ＯＴＡＮ」は「Organisation du Traite de l'Atlantique Nord」の略です。なお「ＯＴＡＮ」の発音ですが、フランス語

機構 の 条約 の 大西洋 北 ではわかりませんでした。スペイン語では日本
語式で表わすと「オタン」です。（蛇足かもですが、正式表記の中の、Traiteの eにはアクサンテギュ（強調を表わす記号）が
ついています。eの上に右上から左下に流れる点です。また、de llは先にある duの女性形で母音の前では de l'と省略されます。）

ＮＡＴＯとＯＴＡＮ




